
（1）　　　　　　　　　　　　Ｕ Ｉ Ｆ Ａ　ニ　ュ　ー　ス　　　　　　　　　　　　第6号

鰭妃溜平≡2㌔‥
◎発行　宇治市国際親善協会

事務局：宇治市宇治琵琶33　宇治市役所秘書課内
ＴＥＬ Ｏ774－22－3141　内線208

平成2年2月

カ
ム
ル
ー
プ
市
か
ら
訪
問
団

友
好
都
市
盟
約
・
七
月
に
締
結

宇
治
市
が
三
番
目
の
国
際
友
好

都
市
交
流
を
目
指
し
て
い
る
カ
ナ

ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
、
元

年
十
一
月
十
九
日
～
二
十
二
日
に

か

け

て

、

ロ

ナ

ル

ド

・

ワ

ト

ソ

ン

市
長
代
理
を
団
長
と
す
る
訪
問
団

（
十
名
）
一
行
が
、
本
市
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
市
役
所
へ
の
表
敬
訪

問
や
、
平
等
院
・
学
校
・
商
工
会

議
所
等
市
内
を
見
学
さ
れ
、
最
終

日
の
二
十
二
日
宇
治
市
長
と
の
会

談
で
、
二
年
七
月
一
目
、
両
市
が

友
好
都
市
盟
約
を
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
で
締
結
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ

ま
し
た
。
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調
印
式
は
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で

ワ
ト
ソ
ン
団
長
と
合
意

ワ
ト
ソ
ン
団
長
ら
宇
治
市
訪
問
団
ｌ
行
は
、
十
九
日

午
後
二
時
す
ぎ
、
宿
舎
の
京
都
醍
醐
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

到
着
。
池
本
市
長
、
中
川
・
上
林
親
善
協
会
副
会
長
、

ミ
ス
宇
治
の
三
人
、
ま
た
六
月
と
九
月
に
カ
市
を
訪
問
し

た
皆
さ
ん
が
出
迎
え
ま
し
た
。

同
夜
に
は
、
谷
岡
会
長
を
初
め
カ
市
訪
問
団
有
志
が

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
夕
食
を
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
日
は
朝
か
ら
平
等
院
、
対
凰
席
で
の
抹
茶
、
万

福
寺
の
見
学
の
あ
と
午
後
二
時
に
、
宇
治
市
役
所
を
表

敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
玄
関
前
に
は
、
池
本
市
長
ら
理
事
者
、
加
藤
議

長
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
、
そ
し
て
ミ
ス
宇
治
ら
、

百
五
十
人
が
出
迎
え
、
市
長
か
ら
ワ
ト
ソ
ン
団
長
、
マ

ー
テ
ン
ナ
ゴ
助
役
に
花
束
を
贈
呈
す
る
な
ど
、
盛
大
な

歓
迎
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
第
二
応
接
室
で
の
懇
談
に
移
り
、
市
長
か

ら
「
よ
う
こ
そ
宇
治
市
へ
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
七
万
七
千
市
民
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
歓
迎
を
申
し

上
げ
ま
す
己
と
挨
拶
。
こ
れ
に
対
し
て
ワ
ト
ソ
ン
団
長

は
歓
迎
に
謝
意
を
表
し
た
あ
と
、
ガ
グ
ラ
デ
ィ
・
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
長
の
親
書
（
次
ペ
ー
ジ
要
約
）
を
朗
読
さ

れ
ま
し
た
。
懇
談
は
な
ご
や
か
に
進
み
、
両
市
の
友
好

関
係
が
大
き
く
前
進
を
み
ま
し
た
。

一
行
は
こ
の
あ
と
、
議
場
、
消
防
本
部
、
太
陽
が
丘

を
視
察
し
、
市
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
す

る
な
ど
の
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

翌
二
十
一
日
も
、
早
朝
か
ら
宇
治
市
民
と
の
交
流
を

深
め
よ
う
と
、
菟
遺
高
校
と
菟
道
小
学
校
の
授
業
の
参

観
、
商
工
会
議
所
正
副
会
頭
と
の
懇
談
を
は
じ
め
、
宇

治
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
へ
の
出
席
、
日
産
車
体

京
都
工
場
見
学
、
更
に
は
「
日
本
の
住
宅
が
見
た
い
」

と
の
希
望
か
ら
、
伊
勢
田
町
の
北
川
氏
宅
を
訪
れ
る
な

ど
、
精
力
的
な
親
善
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
は
、
市
役
所
第
二
応
接
室

に
訪
問
団
一
行
を
迎
え
、
池
本
市
長
、
石
井
・
中
野
両

助
役
、
加
藤
・
野
田
正
副
議
長
と
の
公
式
会
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
談
で
は
、

・
調
印
式
は
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
行
う
。

・
調
印
日
程
は
、
七
月
一
日
を
中
心
に
調
整
を
す
る
。

・
調
印
に
伴
う
原
案
は
宇
治
市
側
が
作
り
、
こ
れ
に
基

づ
き
調
整
す
る
。
の
三
点
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
時
す
ぎ
、
庁
舎
玄
関
前
で
池
本
市
長
、
加
藤
議

長
ら
と
の
再
会
を
誓
い
、
宇
治
市
を
離
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
六
月
末
日
～
七
月
上
旬
に
か
け
て
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
で
の
調
印
式
に
向
け
て
の
訪
問
団
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
近
く
そ
の
団
員
の
募
集
を
開

始
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。



第6号スユニＡＦＵ（3）

（
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
団
名
簿
）

＊
団
長
　
ロ
ナ
ル
ド
・
ワ
ト
ソ
ン
（
市
会
議
員
）

・
団
員
　
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ー
テ
ン
ナ
ゴ
（
市
助
役
）

・
団
員
　
ジ
ョ
ン
・
オ
フ
イ
（
教
育
委
員
会
理
事
）

・
団
員
　
マ
イ
ル
ス
・
プ
リ
ッ
チ
ャ
ー
ド

（
商
工
会
議
所
会
頭
）

・
団
員
　
ロ
イ
・
井
上
（
日
系
人
協
会
代
表
者
）

・
団
員
　
ボ
ブ
・
ゴ
ー
ド
ン
（
経
済
開
発
公
社
理
事
）

・
団
員
　
ラ
ス
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（
市
会
議
員
）

・
団
員
　
プ
ラ
イ
ソ
ン
・
ス
ト
ン

（
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
）

・
団
員
　
メ
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
ガ
ー

（
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編
集
主
幹
）

・
団
員
　
美
江
・
小
沢
（
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
通
訳
）

親
交
は
〝
精
神
の
結
合
″

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
長

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ａ
・
ガ
ク
ラ
デ
ィ
ー

私
ど
も
の
最
高
の
幸
福
を
祈
る
気
持
と
こ
挨
拶
を
、

市
長
・
市
会
議
員
及
び
宇
治
市
民
の
皆
様
に
申
し
上
げ

ま
す
。市
長
様
、
ご
存
知
の
様
に
私
ど
も
の
町
は
日
本
に
比

べ
る
と
非
常
に
歴
史
も
浅
い
で
す
。
う
か
が
う
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
日
本
の
町
で
は
、
千
三
百
年
前
の
奈
良
時
代

に
す
で
に
文
学
の
沿
革
が
確
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。こ
れ
に
反
し
て
私
ど
も
の
市
は
、
一
九
九
三
年
に
百

年
祭
を
祝
う
予
定
で
す
。
従
っ
て
、
私
ど
も
の
今
回
の

宇
治
市
へ
の
親
交
の
状
態
は
尊
敬
と
愛
情
を
こ
め
た
も

の
で
、
し
か
も
私
ど
も
が
皆
様
に
つ
い
て
の
知
識
を
得

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
長
い
年
月
を
経
て
き
た

人
々
と
文
化
を
感
謝
し
て
、
よ
り
一
層
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

親
交
は
か
っ
て
〝
精
神
の
結
合
〟
と
定
義
さ
れ
ま
し

た
が
、
私
ど
も
の
宇
治
市
へ
の
訪
問
が
宇
治
市
と
宇
治

市
民
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
た
ま
し
い
の
結
合
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
皆
様
が
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
訪
問
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、
喜
び
と
期
待
を
も
っ
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
節
に
友
好
関
係
を
公
式
に
締

結
し
て
、
相
方
の
誓
約
を
完
了
す
る
機
会
と
な
る
よ
う

頗
っ
て
お
り
ま
す
。
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カ
ム
ル
ー
プ
ス
・
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス

地
元
に
大
き
く
報
道

宇
治
市
へ
の
　
訪
問
団
同
行
記
者
メ
ル
・
ロ
ー
ゼ

ン
バ
ー
ガ
ー
氏
（
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編
集
主
幹
）
は

宇
治
市
滞
在
中
も
、
そ
の
歓
迎
ぶ
り
や
感
想
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
を
通
し
、
地
元
市
民
へ
大
き
く
報
道
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
ガ
ー
記
者
は
、
そ
の
中
で
　
「
異
文
化

の
人
々
が
互
い
の
個
性
を
知
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
違
い

は
消
失
し
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
互
い
の
理
解
は
平
和
の
鍵
で
あ
る
。
宇
治
市
と
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
の
友
好
関
係
は
、
反
核
運
動
に
も
増
し

て
世
界
平
和
へ
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
な
が
ら

宇
治
市
で
の
様
子
を
報
じ
て
い
ま
す
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
へ
の

親
善
訪
問
団
員
を
募
集

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
で
は
、
次
年
度
最
初

の
事
業
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
へ
友
好
親
善
訪
問
団
を
派
遣
し

ま
す
。宇
治
市
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
友
好
都
市

盟
約
を
締
結
以
来
今
日
ま
で
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
内
に
日
本
庭
園
の
作
庭
や

消
防
自
動
車
の
贈
呈
な
ど
、
活
発
な
交
流
を
進

め
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
友
好
親
善
訪
問
団
は
、
同
国
の
お
正

月
と
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
で
開
催
さ
れ
る
フ
ラ
ワ

ー
シ
ョ
ー
に
合
わ
せ
派
遣
す
る
も
の
で
、
左
記

要
領
で
募
集
い
た
し
ま
す
。
積
極
的
な
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

訪　日

間

先時

二
年
四
月
九
日
～
十
七
日

ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
と
バ
ン
コ
ッ
ク

・
募
集
人
員
　
十
五
名
程
度

・
申
し
込
み
　
　
二
月
二
十
八
日
ま
で

・
旅
　
　
費
　
約
三
十
万
円

・
申
し
込
み
先
　
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
事
務
局

宇
治
市
役
所
　
秘
書
課
内

㊨
－
三
一
四
一
－
内
線
二
〇
八

電
話
又
は
来
庁
に
よ
る
。

・
そ
　
の
　
他
　
な
お
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、

抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
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